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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
地震後の継続使用性が必要となる部位を対象にサブテーマ1で定めた継続使用性ランクを設定し，それに基づきサブテーマ2から得られた各部位の損傷を評価した上で新築の建物に対する試設計を行いました。


ok

e - RS E OME S OB RR CE T B MR Al A DB

B :1/28 COK)  10:30 - 17:00
ISP BBERSEER—) | @EsmarssTE6E02)

T R

SE : #R

SIERLINZHEEUTOBHEBE T EE 20,

EAFRAFRENZRIATFT ARMRRSESSHE

E-mail : sympo27@kenken.go.jp FAX: 029-864-6773

Building Research Institute




	スライド番号 1
	研究体制とその役割
	 サブテーマ1：継続使用に関する耐震性能ランクの提示
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6



